
                                                                 日立市立大沼小学校 
Ⅰ 実践 
  １ 研究主題 
         差別や偏見をもたずに，互いのよさを認め合う人間関係や人権意識を育てるための人権教

育の在り方 
学校の全教育課程を通して，思いやり，助け合い，奉仕の心を育てる 

     （１） 主題設定の理由 
             本校では，校訓を「やさしく かしこく たくましく」とし，「元気いっぱい，夢い

っぱい，きらり輝く感性豊かな大沼っ子の育成」を教育目標としている。それを受けて，
人 権教育の目標を各学年の発達段階に応じて，友達と仲良くしたり，相手の気持ちを
考え思 いやりの心をもって助け合ったり，相手の立場を尊重しながら行動したりでき
ることとした。そこで，児童一人一人がいろいろな人との関わりや直接体験することを
通して，自分と同じように他の人も大切に思い，相手の良さや自分の良さを進んで認め
合うことができるようにしたいと考え，本主題を設定した。 

     （２） 研究の内容  
          ア 各教科，学級活動，道徳，総合的な学習の時間を中心とした全教育活動における人権       

教育の充実 
          イ 保護者や地域に広げる人権意識高揚のための活動の設定 
          ウ 職員への人権に関する意識を高める研修の充実 
 
  ２ 実践内容 
    （１） 道徳の実践（心のノートを活用した学習の工夫）  

題材と心のノートとの関連を図り，自分の内面とふれあい,考えを深められるように心
がけた。また，授業を公開して，人権教育に対しての理解や啓発を図った。 

     （２） 保健の時間［親子研修会］の実践（第４学年）      
              第 4 学年の親子研修会として，助産師をゲストティーチャーとお招きし，児童と保護      

者が一緒に「いのちの教育」を行った。 
第１部（児童・保護者） 

               ・助産師さんの話「命の大切さについて」  ・妊婦擬似体験 
               ・母親の話「あなたが生まれとき」          ・赤ちゃん人形抱っこ体験 

・心臓の鼓動を聞いてみよう                ・児童の感想発表 
第２部（保護者のみ） 

               ・助産師さんの話「思春期の子どもの変化と，親の対応方法について」 
               ・質疑 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



  （３） 異学年集団との交流 
     本校では，毎木曜日に通常よりも１０分長い２５分間の昼休みロングを設け，異学年

同士で遊んだり愛校作業を行ったりしている。異学年交流では，１年生と６年生，２年
生と５年生，３年生と４年生というように上級生と下級生がペアになって遊んでいる。
遊びの 内容は上級生が下級生でも楽しく取り組めるような遊びを考え，工夫して決めて
いる。 

    （４） 帰りの会での友達への賞賛 
            帰りの会では，各学年の実態に応じ，友達の良かったところや頑張ったところを発表す      

る時間を設けている。 
    （５） 職員研修会の実施 

   夏季休業中に職員を対象に人権啓発のビデオ視聴を行った。今回は，日本人拉致問題
啓発アニメ「めぐみ」 を視聴した。昭和５２年、当時中学１年生だった横田めぐみさん
が，学校からの帰宅途中に北朝鮮当局により拉致された事件を題材に，残された家族の苦
悩や，懸命な救出活動の模様を描いた２５分のドキュメンタリー・アニメである。その後，
拉致 問題も重大な人権問題であることや，授業の活用法などを考えた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ３ 成果 

（１） 学習の時間や休み時間，清掃の時間など日常生活の中で，相手を認め仲良くすることや
協力することの大切さを指導してきている。普段の指導を大切にすることが人権教育の充
実に繋がっていることを実感した。 

（２） 保健の時間の「いのちの教育」では，自分一人一人の命がかけがえないの大切なもので     
あることや生まれたばかりの命の重さを体験することができた。また，保護者のみに行っ
た「思春期の子どもの変化と，親の対応方法について」の助産師さんの話では，普段なか
なか聞くことのできない心と体の変化について聞くことができ保護者に参考になったと好
評だった。 

（３） 昼休みロングでは，普段なかなか関わることのない異学年が一緒に楽しく遊ぶことがで
きた。上級生は，遊びを考え進行する中で，下級生に対して思いやりの心をもつことがで
き，下級生は，遊びを考え教えてくれた上級生に対して，親しみや感謝の気持ちをもつこ
とができた。また，学年をこえて，誰とでも仲良く遊ぶことの大切さを学ぶことができた。 

（４） 帰りの会での友達への賞賛では，友達に優しくしてもらって嬉しかったことや，友達が
勉強や運動で頑張っていたことなどを積極的に発表するようになってきた。お互いの良さ
を見つけ合うことで友達を尊重したり，大切にしたりしようとする気持ちが育っている。 

（５） 職員研修会では，実際にビデオを視聴し，ビデオを活用した人権教育の進め方について 
考え，職員が人権尊重の理念を認識することができた。 

 
Ⅱ 今後の課題 
  ・  各教科，道徳，特別活動，総合的な学習の時間など全教育課程を通して，思いやり，助け合

い，奉仕の心を育てられるように継続して指導していきたい。 
  ・   児童は，友達と仲良くすることやお互いの良さを認め合うことが大切だと分かっていても， 

自分の行動に結びつけることができないことが多い。今後も，異年齢者，高齢者，障害者など
いろいろな人との関わりや体験を充実させて，児童の人権意識を高めていきたい。 

  ・  児童は身近な大人をモデルとして育っていくので，教師や保護者の人間的資質の向上が大切
である。そのためには，研修を充実させ，教師自らの人権意識を高めるようにしていきたい。 

 


